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３／１

　
私
は
、
就
任
以
来
、
市
民
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

と
し
て
、
「
環
境
都
市
あ
き
る

野
」
の
実
現
に
向
け
、
行
政
力
、

地
域
力
及
び
地
域
経
済
力
の
強

化
に
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
、
７
つ
の

防
災
・
安
心
地
域
委
員
会
、
３

つ
の
活
性
化
戦
略
委
員
会
、
郷

土
の
恵
み
の
森
構
想
な
ど
の
取

り
組
み
は
、
協
働
の
精
神
が
最

も
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
あ
き
る
野
市
は
、
豊
か
な
自

然
に
抱
か
れ
た
中
に
、
私
た
ち

が
親
し
ん
で
い
る
地
域
資
源
の

ほ
か
、
地
域
の
方
に
も
気
づ
か

れ
て
い
な
い
沢
や
滝
、
景
観
な

ど
の
自
然
と
と
も
に
、
先
人
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
地
域
独
自
の

伝
統
・
文
化
な
ど
、
す
ば
ら
し

い
地
域
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活

か
し
な
が
ら
、
郷
土
愛
や
自
然

愛
を
育
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
自
主
的
な
活
動
が
行
わ
れ
、

誰
も
が
あ
き
る
野
市
に
住
み
た

い
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
郷
土
づ
く
り
に
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
に
お
い
て
は
政
権

が
交
代
す
る
中
、
国
内
経
済
は
、

長
引
く
不
況
と
企
業
収
益
の
悪

化
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
市
税
収

入
が
大
幅
に
落
ち
込
む
一
方

で
、
社
会
保
障
関
係
経
費
が
高

い
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
厳

し
い
行
財
政
運
営
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
前

進
さ
せ
る
た
め
、
国
の
経
済
対

策
を
活
用
し
て
生
活
環
境
関
連

事
業
を
中
心
に
、
補
正
予
算
を

計
上
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度

予
算
で
は
、
国
や
東
京
都
の
財

源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
各
分

野
の
優
先
順
位
を
勘
案
す
る
な

ど
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

予
算
編
成
が
で
き
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
「
環
境
都
市
あ
き
る

野
」
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
展
開
す
る
中
で
、
本
年
を

行
財
政
改
革
の
第
２
章
と
位
置

付
け
て
、
さ
ら
に
市
民
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
市
政
に
浸
透

さ
せ
な
が
ら
、
今
日
の
厳
し
い

時
代
の
舵
取
り
を
、
勇
気
を
持

っ
て
進
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
基
本
構
想
の
施

策
大
綱
を
踏
ま
え
、
市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
軸
と
し
て
、

環
境
、
安
全
・
安
心
、
産
業
、

健
康
福
祉
、
都
市
機
能
、
教
育

な
ど
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
重

点
施
策
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
平
成
22
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
、
臼
井
孝
市
長
が
発

表
し
た
施
政
方
針
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
原
文
を
基

に
掲
載
）
。
平
成
22
年
度
は
、
「
環
境
都
市
あ
き
る
野
」
を

目
指
す
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用

や
森
林
を
再
生
・
活
性
化
す
る

こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

観
点
か
ら
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。

　
郷
土
の
恵
み
の
森
構
想
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
域
と
の
協
働

作
業
に
よ
り
、
策
定
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
を
具
現
化
す
る
組

織
と
し
て
、
新
た
に
「
環
境
の

森
推
進
室
」
を
設
置
い
た
し
ま

す
。
事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
民
や
企
業
な
ど
か
ら
の
寄
付

に
も
対
応
で
き
る
郷
土
の
恵
み

の
森
づ
く
り
事
業
基
金
を
創
設

し
、
計
画
的
に
森
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
は
、

ま
ず
、
地
域
と
市
が
協
働
し

て
、
昔
道
や
尾
根
道
、
景
観
の

整
備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

専
門
知
識
を
持
つ
森
林
レ
ン
ジ

ャ
ー
や
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る
サ
ポ
ー
ト
レ
ン
ジ

ャ
ー
の
制
度
を
創
設
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
あ
き
る
野
の
自
然
景
観
の
象

徴
で
あ
り
ま
す
養
沢
地
区
は
、

活
性
化
委
員
会
に
よ
り
、
広
葉

樹
へ
の
転
換
や
四
季
折
々
の
花

木
の
植
栽
な
ど
の
地
域
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
地

域
と
協
働
し
な
が
ら
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
策
の
具
体

的
な
試
み
と
し
て
、
住
宅
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
な
ど
の
助
成

制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

循
環
型
社
会
に
向
け
て
、
落
ち

葉
の
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
や
放

置
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
各
地
区
の
防
災
・
安
心
地
域

委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

交
付
金
制
度
を
新
た
に
導
入

し
、
各
委
員
会
か
ら
の
事
業
計

画
や
活
動
提
案
に
応
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　
昨
年
、
合
併
以
来
、
初
め
て

実
施
し
た
地
域
懇
談
会
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
意
向
を
市
政
に

反
映
で
き
る
有
効
な
方
法
で

あ
り
ま
す
の
で
、
防
災
・
安
心

地
域
委
員
会
を
生
か
し
、
町
内

会
・
自
治
会
連
合
会
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
継
続
し
て
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
防
災
の
活
動
拠
点
と
な
り

ま
す
消
防
団
の
詰
所
に
つ
い
て

は
、
第
５
分
団
第
１
部
の
詰
所

の
建
設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

消
防
車
両
の
ほ
か
、
消
防
機
器

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
よ
る
見
守
り
・

防
犯
活
動
に
も
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
活
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
財
政
基
盤
の
安
定
と
雇
用

の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
旧
秋
川
高
校
跡
地
の
土
地

利
用
計
画
と
武
蔵
引
田
駅
周
辺

土
地
区
画
整
理
事
業
を
東
京
都

と
協
議
し
な
が
ら
前
進
さ
せ
、

時
代
に
あ
っ
た
産
業
系
の
企
業

誘
致
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

企
業
誘
致
に
当
た
っ
て
は
、
庁

内
の
戦
略
チ
ー
ム
が
既
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
業
の
活
性
化
で
は
、
秋
川

駅
北
口
地
区
と
五
日
市
地
区
の

活
性
化
戦
略
委
員
会
を
中
心
に
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
秋
川
駅
北
口
地
区
で
は
、

秋
留
野
広
場
を
賑
わ
い
の
あ
る

広
場
と
す
る
た
め
の
研
究
を
行

い
、
五
日
市
地
区
で
は
、
五
日

市
憲
法
草
案
な
ど
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
商
店
街

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
武
蔵
五
日
市
駅
前
の
市
有
地

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
秋
川
流

域
を
視
野
に
、
観
光
拠
点
づ
く

り
の
調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

広報あきる野は、毎月１日・15日に新聞折り込みでお届けしています。市の公共施設・市民ポストのほか、市内のスーパーマーケット・コンビニエンスス
トア（一部の店舗を除く）・郵便局・金融機関（銀行・信用金庫・農協）の各支店にも置いてあります。また、市のホームページでもご覧いただけます。

再生紙を使用
しています

３
月
の

市
税
の
納
期

○
市
・
都
民
税
　
随
時
期

○
国
民
健
康
保
険
税
　
随
時
期

３月１日号の主な記事
　●郷土の恵みの森構想（案）、第
　２次行政改革推進プラン（案）
　に対する意見募集…３面
　●新型インフルエンザワクチン接
　種費の助成…４面
　●健康ライブ「お笑い玉手箱」…
　５面
　●３月の休日医科歯科診療…８面

－協働・郷土・子育て・高齢・環境・教育－－協働・郷土・子育て・高齢・環境・教育－

国
や
東
京
都
の
財
源
を

　

最
大
限
に
活
用

①
環
境
都
市
の

　
　
実
現
に
向
け
て

②
安
全
・
安
心
へ
の

　
　
　
　
取
り
組
み

③
将
来
の

　
安
定
財
源
の
た
め

　
　
　
の
産
業
政
策

養沢地区の植樹

豊かな自然、美しい景観の高岩山（あきる野百景）

２
面
に
つ
づ
く

ま
　
ち

は
ぐ
く

い

あ
ふ

か
じ

に
ぎ


